
令和８年度平和を願う子どもピースメッセージ絵画コンクール　滋賀県知事賞表彰について

本事業における、滋賀県知事賞受賞者および表彰式については次のとおりとします。

１　受賞者について ※応募点数410点の中から各部門ごとの受賞作品を選定

　(1) 小学生の部

作品 選定理由

（よみがな） ささだ　りんたろう

対象者氏名 笹田　琳太朗

所属学校名 守山市立吉身小学校

学年 6

作品 選定理由

（よみがな） おくだいら　きずな

対象者氏名 奥平　絆夏

所属学校名 近江八幡市立金田小学校

学年 5

作品 選定理由

（よみがな） みずの　ゆめな

対象者氏名 水野　結愛那

所属学校名 草津市立志津小学校

学年 6

　(2) 中学生の部

作品 選定理由

（よみがな） まえだ　なつ

対象者氏名 前田　奈津

所属学校名 滋賀県立水口東中学校

学年 2

作品 選定理由

（よみがな） たかだ　ゆい

対象者氏名 髙田　唯衣

所属学校名 愛荘町立愛知中学校

学年 3

作品 選定理由

（よみがな） いわさき　まほ

対象者氏名 岩﨑　真穂

所属学校名 東近江市立船岡中学校

学年 2

２　表彰式について

　(1) 日時　令和8年（2026年）11月28日(土)　午前10時から

　(2) 場所　滋賀県平和祈念館

ピース部門（館活動との一致性を評価）

平和のためにははんぶんこのきもちを持つことが大切であ

るというメッセージがわかりやすく描かれている点を評価

しました。

ハート部門（制作者の心情を評価）

友達と空を見上げること。そこに美しい月を見つけられる

こと。そして、そのことが日常の楽しい時間として思い出

に残ること。”現代の平和”を空を通じて温かく表現されて

いる点を評価しました。

オリーブ部門（絵画的技能を評価）

語り部の方からの話を聞いているという具体的でわかりや

すい場面が描かれています。色鉛筆は難しい画材ですが、

大変丁寧で色の組み合わせ、グラデーション、がれきの奥

で燃えている炎の表現等クオリティの高い作品である点を

評価しました。

オリーブ部門（絵画的技能を評価）

青と黄色に絞った色合いが効果的です。人物の顔とハトの

白さも印象的で輝いているように表現されています。レタ

リングもきれいに整えられており、読みやすいよう、白色

の枠取りを加えたところも立体感と深みが感じられ、効果

的に描かれている点を評価しました。

ピース部門（館活動との一致性を評価）

滋賀県の平和祈念館として(1945年)7月24日(大津市-石山へ

のパンプキン爆弾投下)を忘れないというメッセージが伝え

られている点を評価しました。

ハート部門（制作者の心情を評価）

同世代の子どもが中学校の制服を着る背中と迷彩服に身を

つつんだ背中とが対比して描かれています。二人の目には

どんな景色がうつるのでしょうか。自分たちの平和な日常

を守っていきたいというメッセージを感じ取れた点を評価

しました。


